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『アルゼンチンの経済

その先民の，i計段Wrと

HUfのi：行l,11,Ji1£¥:[J

/¥ldo Ferrer, /,a ］~.印刷mifa , ¥ rg，・川 iIIυ，J,a.、旬／
f i'ピIS de 、1/. 1）《J九＂＇rollo y I川 hlo11u兵 a ¥,t I，《1l，，、、＝
t Fonda de Cultura F；じon6mica, Mexico-Bueno討

t Aires, jl川；I,266 p. 

アルゼンチンは先進凶か後進国か？「社会経済構造は

比較的多様化さJ，，農業生産は光全にiii場経械に統jよさ

れでいる。しかも y 農業生産性の水準i土．全i＇企業の’＇ Li来

性と等しい。そしに農業は国内労働力の 4分の 1を減収

し；＼！るt二十ぎfぃ、のでいる。 ．．他Ii‘文（ヒυ〉水；；r'l’ 

十i：会t待造の方i'！もj止代？！－会のそれと呉な「》なU、O ．． γI(• 

ゼ‘： 「ンσ）二のよ〉な量員持な諸j長jt！：均包ハ司 W・W・ ，， λ 

卜＇1のように，アルゼ〆チンを自由：it.：的発阪の11J能't'I:をわ

すらいJの－－・・） としと位置.；ける•；：：者方.，. －る－， " Lト，・， t工，

アルゼンチンをf:i立的成長に向か J Jて“離陸”を実現し

たl1.1 の々hi!Iにし jlてしらのでふるっところ／！？ヘ実際に

はアルゼシチンは‘こ三15年間停滞を続けている，ラテ

ン. ；＂メ I_I /; lift--•／.｛司 t； ゾ t で、あ－；；＞ I {ii I；。

それでい、なぜ先進u:1(rJな車（，流社会hi；造ーを作むながら

も長期のf..'hMを枕けているのであろうか〈 この11¥J足自乞t

解！ 己に』tI＇ス： 内流σ，，，，

うまでもなL、〉

I ｛ ¥! 

てれにえILて＇f;I＼は 羽在め状況をJ比定す’ふ歴史的絞

j原と世界経済において生じた変化を分析することなしに

は， 二のf）；－：；；の｝）川qの｜うyなfl!角＇！を初心ことはイ」11J古たで

ある J(p. !l.傍点は引丹］＇／ r) と主張するのである。この

ここ :-j>i=) C十入下与の：，J;[11は日IIらか C，寺、ろ ：， 《

て円よろな分析舟行t，うために．許背はまずアルゼシ

チンの経済発展の諸段階を設定するC 議段階を設定する

こと；こよ 二（11ji_[fl;;t'1'Jt，：分寺11!1法売適用 Lうるように

資ici!左利用して，発JJ(i品F止を叙述することができ， （~）モ

の花IJ（過／＇，＇ l') Jj’：1,:1 ，＇）卜仁、 1到に士松戸 fけ耳、こと i-! 

て，短期的分析ではイJ11J能な現状分析fとれなうことがで

き町しか仁川だ／ji¥過ねにおf十三〉社会諸勢｝JO）構造

それは，こjL主で経済学者がふれなか Jた問題であるか

経（占発展どJI：確に＼11るとどんにい f11Jう：〈おら 一九月Ir,

：繋静

かにすることを11J能にするのである。

こ山｝j訟は著者1'1身もi±くる上う l乙 ／ラ c,'1レの芸名

な経済学者二 CelsoFurtadoのブラジル経済の研’先に影

響されるところがきわめて大きL、，,r 2 l r勺然の二とごは

あるが，裕恨の諸段階とし、， Jても，ロストウ流のそれと

は十'II与を'fl:にしてLることはいヲまで f，なかどろう ω こ

こでいう削減の諸段階は，約十守すれば、！吐界経済の変化

とその中におけるJillfなに版社：されによH本的なrpレド／

チン締済の発）民段階なのである） • 

こ内ような諸段階は，持者によりてJ Jぎの[I引っの段階

にiえりされで弘、る t このiよ分が本書の構成そのものごι
あるけ

I 地方的自給料1斉（ [i，～18[1t紀）

II 過波的段階 (18世紀末から1860年まで）

盟 1次！守二品輸出経済（1860～1930{!-1

IV 未満？？の産業の経済 (1930年以降〕

,f,;｝十はこれらのぷ段階内各々につU、ご分析企すすめ

その分析に拡／；，‘て結後に，

V 統｛，（ドjな産業の経tえのための諸条件

として，今日のアルゼンチン経済が， Wで分析され允ょ

うた託期的停滞か，，どのように抜け出すべきかを論仁て

L、7.,.

4寄H'iはー ( Jレゼン子ンの経済学者であるが，併究仏J)J

だけにとど！上九ず， 1958｛ド以iをのフロ J ディシ政権fに

おし、ては，ブエノスアイレスリ＋｜の，道路建，i丸エネルギ

一部！”！な＼~ ti会資本の整f1iii，ゴ地所有市lj／支の修正，公共

サービスの拡大など。地域経済発／j（を助成するi如何の，ii-

Jihi!こ令1剖i-c，、耳、
(IE l ) :/.'i殊ゐ；例℃あるハイチ，ボリビアおよびハ

ノグ 7 ＇.を除く－ ,JIJilU本三； p.240，アノし！とンチン経

済力（亭川は最近料に梓しし、。段近10年間の凶11'.;l入計

／り所i'!J）成長；：，オ） （かに＇.［ c率（）＿（H＼%仁すぎなかっ

f ,_:.l・記：i1 t, r 1i1近10-'l二！討の〆ルゼ〆 h ン鋭的J, 本法

務 5＆筑 5砂川収入なすj，ヂれにもかかわらず， I人

汁／り i,:1民所れい1/_Kii/'(t, Jノ－， ／・ 7 メリ －／1全作υ｝、Ii

J:-JのがJ2 ii号である。
( ir 2 ) ,t.'H: Fomrn(ii.O作付nomirn do fJ rasil, :Rio 

de Janeiro, Edit凸raFurnlo de Cultura, 1959.本書は

iりは年仁五ヘイン語訳がメ 4ンコて！I＇，販され，ま fWJ: 

;;-: if：： 『沢が ll'rルとれた。 1711,Econo川 icGrowthοf 
lira：.：：，ι ，l Sun'<'Y from Colo11ial to l¥lod,・r11, 

l j 11iversi1 v of ( ';iliforniぇ i’H引：－－， I＇.川：

II 

ii.ド， 二れらの件段階につν、著朽の分析を紹介！よ

8ラ
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纏： 評

') 0 る主うiニts., Iこのである U

第 1にj自制1'Jt'I給経済の段Wi: clapa de la" cc:onomiaぉ 牧市生産の発IJ':Iよ治三に，牧奇地のJ11:、大と上fむず）布、1'1’j

regionaltお de札 1hsistencia) Ii, i十j也}jに， J吋｛（＜＇Jftf，斉社 di fi （／）拡大をもたん LJ二点が重要ぞあ；~，＂まず古（j者 i rm 

会後合体が不正治iし，それらが基本的にはli日I：人j消賞’のため 激的な牧高生産の生産主主の拡大のために不11J欠であった

に一一しかも，非常に似し、生＆tl：のもとで→ 生訟をfl" ため， 7 口ンティ γをしだし、に奥地へ移すことによ•）て

なってい乞li'iWI；ある。 ？色え i守j-なわれ， ，＇： （， にRosas紋｜長II年i児にはインデ f寸

この時則のね1内の特徴と Lご；土、したが J べ焔/i¥ii,jけ し，；，dfx戦争によ 3て、 il！まパンパグ）企イネにまでフロ／ r 

l七産がきわめてJiく，域内1口氏1,',1,:J"生産が中心ご，（，， IJ' ！γ ；t押し1ぷげ，－'At.允 一方，牧市業の近代化（遊牧1YJ

人11は停滞し，所得は地主に集中し，ほとんど資本醤積 でなくなる）に伴し、，土地の私的所有が進められ，戦争

が行なわれえなかったことがあげられるo fルゼシチン 功労者一の公有地の払いFげなどにより，この時期の終

が長い問、 二（） cl.うな自給主主流，n.jl：態にとど i、ふ汁、た わりいこふパン yJの u也の大部分が、ごく少数の大 LJ也

のは，中市十、（＇ 1他の植民地ど民！1-.づ‘このH.'r!Ui，こj；＼、て 1/ifrお；こよ.，て，私的に所有されることとなったのであ

は，輸出向け住E訟を行なし、うる要素が存在しなかけたか る。 1過渡期Jに成立したこのような土地所有の集中は，

らである。 その後の経済，特に幾業生産を強く続定することとなる。

このよう t，経済構造は18世紀米に至.｝ζ，はじめて車 左ころでこのような変化にもかかわらず， 「過渡期J

大な変化合てい十 ζ｝こと Eなふ そο重大なろと｛じと l上、 (I) には、まだ「i翠民経済iは成立しなか，ぇ。今な才ム件

プエ／ス，・ { ノが植民地ば V1C＇、屯要中継位と ！，： l とこ i也九れ，斉のぬ立i'l'J1'’l十九i士残存し，資本・労働力.!lci'i:物

と，お上び，（＇.；）リドラル地方 cm泌地｝j， パンパlにほぼ の流動性はffi：.か J Jたからである。

致する）の牧議業が，，乙＇－速に輪山！ 1ijけ＇i'.i!(,:0）性怖を強 ところが‘ 18削｛J＇・古iJfをより，｜止界経済の新たな！民｜別に

めたことごふ／） プエノス＇ ( l ＇；土，こ ;Il .t : ，；だ/Jr地 L べ このよろえずルゼンチン経済；土恨本；（f'.I変化合そ

に主要輸，＇ l¥r{,・,.lら『 y生産がなよ包 sf：ふと， .ft/lKi也＂｛：（ ,,.jのrlI i/ ；主P二ととなる そjl :t「i過1没弗I：力、！～〉「 1次産，＼i'，輪il'i 

心が力リ y , !1i !,',: 

地となりえなかψJたが， 1776主ト昼にラ 7＂ラ宇雨 I]'半償が自l]i没 cl《》ra)＂の干ち行を，志；味したのである α

され，その｛を貿幼の統fr,1］がゆるめられると L、う本同のl攻 この’変化をもたらした佐界経済の新たなl氏｜湘とは， I¥J

策の変化ど ぬ片地の牧脅す：：：，•／’品ι. ）輪/II拡大全 J／~伐に村1 111 ＋~'I ＇薬の lli：界料1ふl)j1J、大と統frによりよL体的i二 U,

民地質M什 '11.i.ll＆として急出こた民するこ と，九人商 I II資本のi斗際移動，山作氏， (:l）佳作｝＇｛ 1;-¥ Ul拡大と h 令仁

業の発達を促したのであ.，た。 税われたものであるο ハンパという幾・牧畜生産にさわ

他心＼牧商業は，労働力をあまり必f裂とせず，技術的 め亡過していたアルゼンチンは，このような世界経済の

にも簡単なりじたであるため、 ., L ぺと L、う広大肥沃な上 々化のi品f',lにおb、て肢も重要な影響告と受けた凶の一つで

1也の存在ィハイ 1 と：＂， I仕界説必＇＞N：大と上記山l：’f1＇｛、ti弘；l,IJ ,(>, . /. 

度の自由化（二：： ＇て輸出 1,,1げ生必として，こ川山Wlf二Jむ これによって必ニ pた最大の変化；仁茂・牧沓生！！？弐／〉

速に成長‘したものであ.＇た。皮革の輸出は 18世紀q.，染の ,t）、速な璃力IIであった。それは，農・牧畜産i'i／，に対する世

l5Jj｛闘から， 1850年の 2(X）万個へ増大したのであるc •N街聖書の拡大と，海外からの移民，鉄道建設をとl: とする

このよ， ici'!; ・てな条件ItIi十！、，・ ,1,ゼ〆子〆ギ；＇ Jri二大き 引 ii資本のお記入に i、 p 亡11J能とな｝よこ恥のであった， L 

な変化を tJ二、】 L，第2のII)WI. I過渡的nwr1lいtapa かし，これら輸：Jl1,,Jけ生産の急速なi科大とそれにfrう“

de transicion）への移行をぷ味した。この段階の紋も蚕 尚三：itの発渓を焼く条件づけたのは，過渡期の終わりま

要な点は，はじめて，世界経済につながる輸出 lf•J け生産 でにほぼ完了していた大土地所有制度であった。

がi菊始されたこをで，それはます£ブエノスγ イレスのl苅 すなわち，この時期に開始した農業生産のにない手た

：~,i ，紺＇］1!'. '. I . ）地i立がMr./：.二二ととと fγ，p(l]寺発

J1（のゲイ I c ' ＇.＇な要 i刈（／） l守人をぷi去しfニ’）て ι；ヘ J z こ

れによって，従来の停滞的自給経済か「3脱皮して経済発

恨を行なう道が開け司同H

れな均当..:・ } : 'iル以外（／）j也ん止の品わえJ'1(JI九；（ん・；71られ

86 

·.V,~l(i主， 石骨．立

i:',J也i）己まfこi土襲!i1iヴj’H均f；‘となf》さふをえなか〆Pfこ乙f、こ,(i' 

るO このような大土地所有制度は，（1）移民の農業への吸

収に限界を与え、（2）農業所得力：大地主に集中したことか

1・ ｝終業投資金:it[f、せろ三ととな／｝たけれども，七地1,r



書評

の停滞司交易条件の悪化，外資流入の減少による輸入能

力の停滞が，この時期に特に激しくな，Jたうえに，これ

までの時期にすでに消費財などの輸入代替が進んでし、た

ため，消費財のいっそうの輸入代停による外貨節約はも

はや行tn、えず，輸入能力の減少はそのまま原料・資本

財輸入のイ」)l!:として現われざるをえず，工業生産活動の

機械・＂宣 i1iiiへの投資や，社会資本への投資が不足し，工

業生産が停滞せざるをえなかったことがあげ九れるり

第2の）息ltJは，農・牧沓業生産における構造的欠陥一一

特に1：地所有制度と結びつL、たー ，農・牧当業産品に

対する！人j外需要の停滞および社会資本の不足から生じた

農・牧畜業部門の生産の停滞である。この部門における

土地所作制j変と結びつし、た構造的欠陥とは，機械化など

によって生産性を向上して，低コストで農・牧畜産品を

供給する必要があるにもかかわらず，農・牧畜業の手l]i関

の多くが．大土地所有背に1没収されて、農・牧商業部門

の役資にrt,1かわなU、事実で‘ これは特に， 1950年以降政

策の転換に上－，て，農政物自ti格を主政者に有利にして，

i骨，1（，輸／UJ曽加を意附したにもかかわらず．それが成功

Lなか－ 'I二恨牛；限J)J五［_klとな J Pているの

この上うに工業・農業のし、ずれもその発展の 11J能性が

阻まれ，十i会資本への投資が行なわれないために，資本

・労働力は非生産（lJ政業（政府機関，サービスなど）に

i品仰に集，，，すゐ結果にならざるをえなL、のである｝

叫するに， LrfGのごとき｜経済のi統（＇，O）性格｛dえ’よじ

ぺけてし、る}j!;本的事実は，経済成長と）援用の水準が，基

幹的版業の不十分な発Mのゆえに輸入財の供給に依存せ

ざゐをえtn、ことに恨5してし‘る J(1】 12）と？？うことが

「きょう，，

u1= :i) －；：、際じは1948年がこの時WJvJ経済而恨のに

』クで，それ以後停滞に転じたのであるが，停滞の1::1

日自がより lljjらかになり，それ，に対する政策が行なわれ

る］うにな－' t：，）） は1948年か，－， 1950年にかけてであ－，

/:,, I_ tニがって，厳＇AfにIi¥,I怠すべき変化vJM1点、Lt,

1950,1三にとるべラであると持者は十l' iしている（Jl-212 

1附iF）υ

ffの集：ドのために，高1,dilこ，，，］かわ主るをえなか，Jた将民

は，し だいに別大してきたJ±I内需要に対する］：業生産や

1ffj業に従事するようになり， 1930/j'には工業には：？で就業

人IIの日付%が従事するようになり，第；i次産業は；l8%と

h , Iこのに汁L, ~＊・牧商業は：lfi%へと fH：卜しとので

ある。これは、肥沃なノ二：－パにおける比較的近代的農業

の，：·，~＼－、生産性が，農業に労働力をあまり l処収せしめなか

p たこととともに，←~1コ地所有の集中による修氏のfi11ili集

中が主要な}}j(閃とな r 》てし、る。

しかし，ともかくこの時期における総生i！（の増加は非

常に急速に進み，人IJも約：3f音になり（1869～1914年）‘

これ主でにない経済発肢を遂げたのであるι そしてこれ

は， iとして輸出向け l次産品の生産拡大に支えムれて

いたとし、う点に，この時期の特徴がある》

しかしこのような発展は長くは続かなかず pた， l9,10ijー

の大恐慌を契機に｜世界経済は新たな変化を経験し、ア／レ

ゼ〆チンに日郎、影響を与えることになるかんである！ぞ

れとともにアルゼンチンの経済も， ｜本統（＇，の産業の粁

済｜の段階（etapa【lela econom:a industrial 110 inte-

grada) ，，将行することとなる，

19:10，ド以後のH卜界経済の変化は，唆．するに 1i!>:.11Un' 

品「する世界需要0)fit！び↑i石Z非’同際資本干事動Olj堕hど、 Jr]

際資本の役資－＂ ;/lる分野の変化である

ニのたd予にil!i二＇／：こ輸／ 1＼と斡i人能力O)i,';,>

｜斗jl＇］ぴ） 1：業化、特に輸人itf十：I：：業がj庄Jみ司 I'.業部l"jrJ）比

長l士山iまった しかし‘この時期 c19:mq.より刷在に預

るまで）の生産の拡大は‘ 1'1iiのH寺期lにl七Jく亡ki,¥'

分な l,σ〉むあ》 f二F 総刊： i藍は’ i'JijOlll,t持｜には（j,•j ’.J-;J :, ';;, 

の刑り11( 1人、＇1たり 1.2%）であ，J二のが，句会、｜ιt;J2.5%

の増1JII( 1人＇＂1たIJO.fi%)Iこfl¥l、したのである p

このような生産のM1び悩みは，戦後にな t ，てし、っそう

激しくな， pた すなわち，先の生産璃／Jllの書1J｛，をよ IJ,i下

剤IIに見ると， 1945～49年（平均〉を昂L準とすれli それ

以前のll~iWlでは総生産の璃｝JII は年長率＼ 2.8% ( I人：＇iたり

（）田川いであ， pfこのに，それ以後の時期では司総生産の

憎力11はもはや人r-1の増加！率（平均1.8%）に追し、つかなレラ

すなわち 1人＇＇＼たりの生産は減少に転じたのであるィ し
血

たが，，て， この「本；統？？の！産業の経済｜の段階は， IIJJ「3 UI・ aが本書のf概要：であるa 先に引用した個所で著書自

かに：：－ > 0)1日y則にう〉かjし lり日l){j)Jiをの後、j'oOJ段階にお 身が述〆＼るように， jll：＇洋経済の構造的安化と，その中に

L、て， ｜産業の米統（＇，による経済発恨のィ、均衡とれi’J惜の おける TノレゼLチ／び）地位の変化に注Hしながら，これ

各種の傾向がlザjらかになった」 UY31とU、うことができる までの経済発111の過位をあとづけ， JJl,{1：の停滞の問題に

Ip. '.'. l '',) Ji;：；引上うとする点に木書の特徴があり‘これ主でわア

4こしりi量、干のl時期jOJ停滞の1,S（怯｜は、泊＇＼ 1に 1;j:_,i'f，＇，／，輸il¥ >L-t:' :--r-ン経済の｛リf究のなかでもきわめてユニーケな1'1:
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絡を持つものと言えようけ

本若手の分析において注Hすべき第 2の点は， アルゼン

チン経済における大土地所有制度の問題以きわめて電悦

今れていることであるu こ士に紹介しt：慨事長からもわか

Jと;ii:.1 、本書におL、てはた IJ~！川 ｛！；七1J,1>11足立期よかー

はLて険言、Iが加えられ，特にl川日o,1nh,'1吸在のf)r.i'l'を

＂布－；＇＿；＇.，；二当た－ ＇ては，それが民主の構 j山i'J欠陥を構成し

: ', ＇＜，ものであるとしてし、るのむふる｝一これは著者の L当

う「現在の状況を規定する臆史的根源」の一つにほかな

らない。この問題は，これまで政府関係の経済分析はも

とより ECLAの分析においても十分な検付がなされてい

なかったことを考えると，本著書におけるこの問題の明示

的な指摘の重要什ニが理解できる。

;111すべき第3の点は，本会；こJi'< CI問。年以降が新

三な 時期として，しかも l山（）斗以降仁川流業の未統ii'J 

ci，川レイーンチン経済の欠陥が1/ti{HI'.L f二11¥Wlとしてとら

1ハれごヤることである。 nui:J壬こ山にうにとらえ，そ

れ主で，：＇JI侍期とは明確にj-",J;IJ寸〆－：， ＿：：＿二 i.：ム Jて司このJI年

J割！の停滞の原凶をより上く閥解することわ，f能にするω

であるけ

その停滞の）））ti却は市（pfeの絞後に要約した 2，，：，，：にほかな

らないが，それぞれ先に述べておし、た本存の二つのl議事E
i( Mれに対応し，それらのN,,1':t,,,-,i tなわれたそれまで

'-''Ii糾明日）分析との対比が， ［，，己ゴ；，＼：／）下子1-:,;:,1）要因として

(')1在咳「｜を，きわめて明確t,lのにしご L r与と恕Lわれる μ

本ι，／）最後の短u、章I統fr-" iしf,'(y，，・，れj斉（economia

, '" 1 u,t ri日lintegrada）の前Jj{t：「！ iニif；、 3れてレるい

くりかの政策提言も，それ肉体として取り IIiすなら， t'i'

にM新しいものではないが，上記の分析との関連のなか

で考慮するとき，それら ω 叩特に，輸出産品の多様化，

土地制度の変革の必要など円叩戸が1重要な芯義を持ってい

勺三とを：理解しうるのであ；：， ' 

二ニー；の本書の紹介も，この仁う ！（ ill/• hら要約した

が ト、｝に著者は，先のよウ yけ持、ij';1!'.J!r i子；常によってひ

J-~3 ニ 3れたインフレの問題 ~： ‘，， ';/ ,, J ふ i構造学派J

円見解；二基づいて分析しょ主f二これじιiして行なわれ

た諸政策に言及し，また各時代の地域格差の問題を各時

代の経済構造と関連させながら論じてレる／，（ もitIIして

おく必要があろう【J

紋｛査に，若干の不泌引、Jけ加えるならば，本山日）分十Jj-

においては，著書自身が発柱建段階を設定することによっ

に＂－Jil七しなる：γ，oil,，：の内山 〆に（ハ；：、いら， f千rをi活
にじけ勺社会諸勢力間の勢九 WI ：にの ，~：1態 より rnt~（i'.J
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には，占」、勢）Jとしての地斗，それに対する借地袋・農

業労働者，また1930年以後のH寺期に重要になる産業資本

家，都市労働背，中産階層，それに金時代を通じて外｜り

資本の勢力などー が，各時代の経済構造とどのように

WI 1止すふかが，ほとんど鎖（.fl,らJ1,(，，イい、こと Cふる“

二つ LJ二点＇；； IV!「ョかiこされれば， こh1・, ,y,c JJ v!IV!i糸を強

,,)/j I !: MF花，にとえば，レオボルド・オ、ルトノ｛符『20

!ii紀の γ －＇C [' > Tン， H，アルゼン －f-＞れl!¥v＞批判分析』

(Leopoldo Portnoy, La Realidad Argentina en el Si-

glo XX, JI, ,11dli仏、 Criticode la E，・onoinfa）との関

連も凶！解しえたのではないだろうか。

~）ぎにこのことと関連して，農業中心の経済から園内

市場向け工業の成立していく過程の分析が，必ずしも十

分日上なし、と,l,!,1，われる点を指摘したい 般にl夫氏の都

di'1)i~JJ斤、のも、化と産業資本の成JU＞通院は，経済史の

tr均・汁，Jra，主要な部分の一つであると思われるが，特

iこγ ，し i’＞ -f ＞におし、ては，農業は初めから比較的近代

,'i'.J/.:1LN:Wi1;ネωもとで輸出Ji，］け生et合ii tc -_, 口、たこ

と，また新規の労働力が絶えず移民として流入していた

ことなどの特徴を持っており，現代の経済構造を理解す

るためにも洋細な検討が必要とされよう。

本識では， 1930ff以後の輸入代替工業の発版，産業構

位（／）吃：干名IJ'.,J古UMされているが，農l(o市lliliへの作動，ヱ

ti仁i上、 二cl)li.'d靭にーII寺に起こった二とてはなく，むし

7,. L./G・t・c,1, r1次産品輸出経t々！の11:'rkにし だいiこ

ぶW:OA1 竺たものて、あることは、 1リ；＼！Hl-iこ民主人iiの

いitt人iiにitめる＇,J;:tj合がすでに：Hi＇＼，にすぎたくな－ ＇て

いたことか「J も19］らかである。したがって 11次産！日1輸

w経済J卜ω ャー特に第 1次大戦後から1930年にヨざるlh'i'Wl

が王室要であるーにおいて徐々に進行したダイナミック

な工業の成立・拡大の過程 そこでは輸出向け農業生

柁にだえt＇れた国内守主要と，大土地所有制！をのもとでの

:;'L'{5ii紛れのfH；賃金に規定された／11:K:cc,Kl¥ii，うJ働者と

失すこれ”＞｛｛{Lなどが重要な意味をJ!J B目、る に関す

ふうfll1今が必袋だったのではないかと ｝，＼！ われるのどある。

( ,,l.',j i'r {:JI・）ヒ；i五ラテン・アメリプj,11,1,1，ベ’ tii! l'f II討姶〉
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